
 

 

    

日の出町立大久野中学校 

学校だより 第９号                                  

       令和７年１月８日         

        あす    なろ 
教育目標 「自ら進んで学ぼう  思いやりの心 感動する心をもとう  たくましく 心とからだを鍛えよう」 

 あすなろ物語（井上靖） 「あすは檜になろう、あすは檜になろうと一生懸命考えている木よ」 

              

「年賀状じまい」 
                       校長 髙橋 正充 

新年あけましておめでとうございます。令和７年巳年のスタートです。今年

も教職員一同どうぞよろしくお願いいたします。 

  

2024年 10月に郵便料金が値上げされ、年賀はがきが 63円から 85円に

なったことをきっかけに、年賀状を送ることをやめる「年賀状じまい」を

する人が増えているようです。日本郵便は需要の落ち込みを見込んで、当初の発

行枚数を 10億 7000万枚と前年より 25％減らしました。 

「年始回り」という年始の挨拶をする行事が奈良時代にすでにあったとされています。平安

時代の貴族にもその風習が広まり、挨拶が直接行えない遠方などの人への年始回りに代わるも

のとして、文書（年賀状らしきもの）による年始挨拶が行われるようになりました。江戸時代に

なると、武家社会を中心に文書による年始挨拶が一般化していきます。さらに、現在の郵便の先

駆けとなる「飛脚」が充実したことで、江戸時代中期には武士だけでなく庶民も手紙を出すよう

になったとされています。 

1871(明治 4)年に郵便制度が開始され、２年後に官製はがきが登場すると、はがきで年賀状

を出すのが主流になっていきました。戦争により年賀郵便制度が廃止されましたが、復活を願

う京都在住の林正治氏が「通信手段が十分でなかった時代にせめて年賀状でお互いの消息が分

かり合えるように」と「お年玉付年賀はがき」を考案したのが大ヒット。第１回のお年玉付年賀

はがきの景品の特賞が「ミシン」だったのも時代を感じさせます。 

年賀状というと彫刻刀で木やゴムの版を削り刷り上げる版画を小学生の時に

よくやりました。カーボン紙を木版にのせ、裏面にしたイラストをなぞる

と、木に裏版の絵が完成します。線を彫刻刀で彫り、黒インクを付けてハ

ガキを刷ります。彫刻刀で彫っていないところに黒インクが付いて絵柄にな

ります。彫り方によって味わいのある作品が仕上がります。 

 1977年、常識をくつがえした画期的な印刷機「プリントゴッコ」が誕生しました。プリント

ゴッコは、製版と印刷の工程を同じ機構に納め、コンパクトにした家庭用簡易印刷機です。 

製版する時に電球を２個入れてピカッと光らせると、シルクスクリーン（薄い製版紙）に絵が転

写されます。転写の絵は、細かく空けられた小さな穴でできています。穴を色とりどりのインク

が流れでることで絵が浮きあがります。プリントを年賀状に印刷していると５０枚

くらいでインクが隣同士混ざり合い、少しずつ絵の色が変化していきます。そして

乾くまで部屋いっぱいに年賀状を置かれなければならないのも懐かしい話です。 

  

現在では、グループ Line やメール等で年始の挨拶が当たり前になってきて

います。通信手段が５０年前と変わってしまったこれからの時代、「人との関

わり方」がどうなっていくのか心配するところです。 

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E5%B9%B4%E8%B3%80%E3%81%AF%E3%81%8C%E3%81%8D&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_d0a1776fd8383b3b97dc7bf933940c9db94f8f8c
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E6%97%A5%E6%9C%AC%E9%83%B5%E4%BE%BF&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_d0a1776fd8383b3b97dc7bf933940c9db94f8f8c


 

 

【林業体験２年生】町バス・社協バス利用 

1２月１２日（木）さかな園にて｢東京都森林組合｣のご指導の下、間伐作業を体験しました。

背の高い間伐材が倒れた時のドスンという音にびっくりしていました。生徒たちは３班に分か

れ「間伐材の枝落とし」｢丸太切り｣や、てこの原理を利用したロープとの引っ張り体験、丸太を

ロープに引っ掛けて運ぶ作業等を学びました。次に原木市場や木材の流通について学習するた

めに｢多摩木材センター｣に行きました。毎月２回、原木の売り買いの競り(せり)は、東京都内で

ここ一か所しかないそうです。ちょうど先日、競りがあったため原木は少なめでした。最後に、

元 PTA 会長の｢浜中材木店｣を見学しました。皮むき、製材、乾燥の見学・説明を受けました。

木は育てる段階で間伐や枝打ち等の手入れをしっかり行うことで、節の少ない良質な木材がで

きます。市場で木を買い付ける場合、木を選ぶ「目利き」が必要となることを学習しました。 

 

 

 

  

 

 

 

  

   

  

 

 

【C組多摩特研マラソン大会】 

１２月１０日(火)に試走し、１９日(木)に本番を迎えました。 
参加校４９校、約１０００人の生徒が昭和記念公園に集まり、 

６００ｍ～３０００ｍ走に挑みました。今回は全員２０００ｍ
走に挑戦のため、体育の授業で自己タイムを目安に調整し、全員

がしっかり走りきることができました。たくさんの他校生と一
緒に走る機会は、生徒にとって良い経験となりました。 

【子どもからの人権メッセージ発表会 In日の出】１２月１４日 

人権を守ること
は、「相手のこと

を知る」「相手の
気持ちを考える」

「相手のことを大事にする」と、１Bの 
さんが発表しました。 

 

１月の 
主な予定 
 

 

１日（水）元旦 

～３日（金）学校閉庁日 

７日（火）冬季休業終 

８日（水）始業式 午前授業 

      計算力コンテスト 

           給食× 

９日（木）午前授業 給食× 

１０日（金）給食始 

１３日（月）成人の日 

１７日（金）スキー教室事前検診 

１９日（日）スキー教室（２年） 

～２１日（火） 

２２日（水）振替休業日（２年） 

      私立推薦入試始～ 

２６日（日）都立推薦入試 

２７日（月）都立推薦入試 

３０日（木）新入生説明会 

      都立一次・前期受付 

３１日（金）都立推薦合格発表 

 

＜部活動の活躍＞  
〇ソフトテニス 第８ブロック中学校ソフトテニス冬季研修大会 優勝 
〇陸上     第８ブロック駅伝競走大会 男子の部    第８位   

＜中学生の税についての作文＞  
西多摩納税貯蓄組合連合会【佳 作】 ３年  

＜薬物乱用防止ポスター部門＞ 
                       【佳 作】 １年  

間伐作業（さかな園） 浜中材木店 多摩木材センター 

写真 写真 写真 


